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第
２
回
定
例
会
の
久
田
良
木
川

排
水
機
場
性
能
の
質
問
に
対
す
る

答
弁
、
説
明
が
一
貫
し
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
た
の
で
改
め
て
伺
う
。

Q
排
水
機
場
の
性
能
は
10
年
に

１
回
程
度
発
生
す
る
降
雨
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
東
海
豪
雨
の

場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

東
海
豪
雨
の
雨
の
量
は
、
１

時
間
に
97
ミ
リ
で
あ
る
。

Q
北
部
市
場
周
辺
の
浸
水
の
深

さ
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
東
海

豪
雨
を
想
定
し
た
場
合
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

10
年
に
１
回
程
度
発
生
す
る

降
雨
で
は
、
床
上
浸
水
被
害
は
解

消
さ
れ
る
。
東
海
豪
雨
の
想
定
は

不
明
。

Q
排
水
機
場
の
完
成
ま
で
の
５

年
間
の
空
白
期
間
の
浸
水
想

定
は
。

A
産
業
建
設
部
長

北
側
と
東
側
で
50
セ
ン
チ
か

ら
１
メ
ー
ト
ル
程
。

Q
応
援
協
定
の
、
小
牧
市
な
ど

の
仕
組
み
を
説
明
願
い
た
い
。

名
古
屋
市
と
の
協
定
を
急
い
だ
事

情
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

応
援
の
要
請
を
書
面
で
提
出

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
名
古
屋

市
と
の
協
定
は
、
施
設
な
ど
に
限

り
が
あ
る
た
め
。

Q
豊
山
町
の
住
民
な
ど
が
安
全

に
北
部
市
場
に
避
難
で
き
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
安
全
な
ら
名
古
屋
市
民
も
北
部

市
場
へ
も
避
難
す
る
よ
う
に
す
れ

ば
良
い
の
で
は
。

A
企
画
調
整
部
長

名
古
屋
市
と
の
協
定
で
北
部

市
場
な
ど
の
施
設
が
加
わ
っ
た
。

　
今
後
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
周

知
に
努
め
る
。

　
令
和
５
年
の
施
政
方
針
に
お
い

て
、
災
害
時
対
応
の
た
め
豊
山
中

学
校
の
体
育
館
の
空
調
工
事
の
設

計
を
実
施
し
た
が
、
工
事
は
予
算

化
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
町
民
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

Q
現
在
、
工
事
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
臨
空
第
２
公
園
の
ア
リ
ー
ナ
と

の
関
連
は
ど
う
か
。
災
害
時
の
避

難
収
容
人
数
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ア

リ
ー
ナ
は
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

中
学
校
へ
の
空
調
設
置
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
し

て
い
る
。

　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ア
リ
ー

ナ
に
つ
い
て
も
対
応
を
検
討
す
る
。

A
企
画
調
整
部
長

中
学
校
の
空
調
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

避
難
の
想
定
収
容
人
数
は
５
０
０

人
。Q

巨
大
地
震
だ
け
で
な
く
、
台

風
な
ど
の
対
応
の
た
め
の
豊

山
町
民
の
避
難
先
の
環
境
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。A

企
画
調
整
部
長

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
避

難
所
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境

の
確
保
、
避
難
生
活
に
対
す
る
支

援
の
強
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

Q.放課後対策事業の充実を

A.制度のあり方を検討していくA.今後も周知に努める
Q.久田良木川排水機場について
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放
課
後
対
策
事
業
の
充
実
は
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
支
え
る
重

要
な
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
。
さ
ら
に
保
護
者
や
地
域
住

民
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も

た
ち
が
支
援
を
受
け
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
放
課
後
に
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
施

設
の
整
備
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
、
質
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

な
ど
が
「
重
要
」
で
あ
る
。
現
在
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子

ど
も
教
室
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

空
き
教
室
や
学
校
施
設
な
ど
を
活

用
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実

施
や
志
水
小
学
校
と
同
じ
よ
う
な

一
体
型
の
運
営
を
他
の
小
学
校
で

も
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

Q
放
課
後
対
策
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も

教
室
を
一
体
的
に
運
営
す
る
こ
と

は
検
討
し
て
い
く
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

志
水
小
学
校
区
だ
け
で
な
く
、

豊
山
小
学
校
区
、
新
栄
小
学
校
区

に
お
い
て
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
一
体

化
を
進
め
て
い
く
。
保
護
者
か
ら

制
度
の
見
直
し
を
望
む
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
「
料
金
設
定
」

や
「
利
用
時
間
」
な
ど
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し

て
い
く
。

Q
志
水
小
学
校
以
外
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
学
校
か
ら

離
れ
た
場
所
（
新
栄
・
北
館
さ
ざ

ん
か
、
豊
山
・
し
い
の
木
）
で
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
学
校
敷
地

内
や
学
校
に
よ
り
近
い
場
所
で
の

実
施
は
考
え
て
い
る
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

児
童
の
安
全
面
を
考
え
る

と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
議
員
の
言
わ
れ
る

と
お
り
、
学
校
敷
地
内
や
学
校
に

よ
り
近
い
場
所
で
の
実
施
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
学
校
の
空
き
教

室
の
利
用
や
、
学
校
敷
地
内
で
の

ク
ラ
ブ
棟
の
新
設
、
学
校
か
ら
近

い
場
所
で
の
開
催
な
ど
、
柔
軟
に

検
討
し
て
い
く
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
は
、
地
域
社

会
の
大
切
な
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
各
自
治
体
が
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
「
重
要
」
な
政
策
で
あ

る
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
方
々
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
定
期
的
な
訪
問
や
電

話
連
絡
、身
体
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

町
や
地
域
の
方
の
協
力
だ
け
で
な

く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
日
常
生
活

の
変
化
か
ら
異
常
を
察
知
す
る
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
形
で
の
対
策
が
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。Q

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
、
民
生
委
員
や
地
域
の

協
力
者
の
方
に
よ
る
見
守
り
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
見
守
り
方
法
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
を

継
続
し
な
が
ら
、
近
年
、
他
の
自

治
体
が
導
入
し
て
い
る
、
日
常
生

活
の
変
化
か
ら
異
常
を
検
知
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り
に
つ

い
て
も
、
先
進
自
治
体
の
状
況
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

Q
人
に
寄
り
添
っ
た
ソ
フ
ト
面

の
施
策
と
施
設
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
の
施
策
、
こ
れ
ら
の
両

方
の
取
り
組
み
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
町
政
運
営

を
し
て
い
く
う
え
、
更
に
、
地
域

全
体
の
発
展
に
と
っ
て
も
、
重
要

で
あ
る
。
町
長
の
考
え
は
。

A
町
長

町
民
の
ニ
ー
ズ
、
町
の
課
題

に
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
て
い
く
。


